
中ち
ゅ
う

央お
う

区く

の
な
り
た
ち

●ローマ帝
てい

国
こく

の水
すい

道
どう

橋
きょう

樋
ひ

と同
おな

じようなしくみでおし上
あ

げられた水
みず

が、
橋
はし

のなかを通
とお

っている。

飲
の

み水
みず

を確
かく

保
ほ

！
埋
う

め立
た

て地
ち

や湿
しっ

地
ち

が多
おお

かった江
え

戸
ど

の町
まち

では、
井
い

戸
ど

水
みず

や川
かわ

にも塩
しお

気
け

がふくまれ、水
みず

をそのまま飲
の

むことが
できなかった。江

え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

にとって、飲
いん

料
りょう

水
すい

の確
かく

保
ほ

は、
町
まち

づくりのために真
ま

っ先
さき

にしなければならないことだった。

江
え

戸
ど

では井
い

戸
ど

水
みず

が
塩
しお

からくて、
飲
の

めなかったんだって。

 江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

、町
ちょう

人
にん

には名
みょう

字
じ

がなかった。玉
たま

川
がわ

兄
きょう

弟
だい

のように江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

に許
ゆる

された人
ひと

だけが、名
みょう

字
じ

を名
な

乗
の

れた。

江え

戸ど

玉
たま

川
がわ

上
じょう

水
すい

を
つくった玉

たま

川
がわ

兄
きょう

弟
だい

玉
たま

川
がわ

上
じょう

水
すい

は、約
やく

8か月
げつ

（旧
きゅう

暦
れき

）の短
たん

期
き

間
かん

で完
かん

成
せい

した。
2人

り

にはほうびに、「玉
たま

川
がわ

」の名
みょう

字
じ

が与
あた

えられた。

現
げん

在
ざい

の文
ぶん

京
きょう

区
く

関
せき

口
ぐち

にあった大
おお

洗
あらい

堰
ぜき

井
い

の頭
かしら

池
いけ

を水
すい

源
げん

とする神
かん

田
だ

上
じょう

水
すい

は、この堰
せき

で水
みず

の量
りょう

を調
ちょう

節
せつ

して、
町
まち

中
じゅう

に配
はい

水
すい

された。上
じょう

水
すい

は水
み

戸
と

藩
はん

の屋
や

敷
しき

内
ない

を通
とお

り、東
ひがし

のはしから
地
ち

下
か

を流
なが

れるようにつくられた。

神
かん

田
だ

川
がわ

にかかっていた懸
かけ

樋
ひ

懸
かけ

樋
ひ

は、地
ち

中
ちゅう

の樋
ひ

（水
すい

道
どう

管
かん

）を通
とお

ってきた上
じょう

水
すい

を、神
かん

田
だ

川
がわ

の上
うえ

を通
とお

して向
む

こう側
がわ

に渡
わた

す、
水
すい

道
どう

専
せん

用
よう

の橋
はし

だった。左
ひだり

奥
おく

に見
み

える建
たて

物
もの

には、
水
みず

の管
かん

理
り

人
にん

が住
す

んでいて、そこでうなぎ屋
や

も開
ひら

いていた。

江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の水
すい

道
どう

管
かん

上
じょう

水
すい

は、木
き

や石
いし

でできた樋
ひ

（水
すい

道
どう

管
かん

）を通
とお

っ
て配

はい

水
すい

された。樋
ひ

と樋
ひ

を枡
ます

でつないで、水
みず

が流
なが

れる方
ほう

向
こう

や水
すい

位
い

を変
か

えた。 フランスの水
すい

道
どう

橋
きょう

ポン・デュ・ガール

水
みず

が下
した

に落
お

ちるときの力
ちから

を利
り

用
よう

し
て❶、水

みず

が低
ひく

いところから高
たか

いと
ころに上

あ

がるようになっている❷。

❷
❶

江
え

戸
ど

城
じょう

・中
ちゅう

央
おう

区
く

の水
みず

はどこからきた？

下
げ

水
すい

をろ過
か

するくふう
下
げ

水
すい

には、ところどころ下
げ

水
すい

に
つけられたあみやくいに、ごみ
がひっかかるようになっていた。

くみとり屋
や

しにょうは、農
のう

作
さく

物
もつ

の肥
ひ

料
りょう

として農
のう

家
か

が買
か

い取
と

った。大
だい

根
こん

などの農
のう

作
さく

物
もつ

と交
こう

換
かん

することもあった。

上
じょう

水
すい

と下
げ

水
すい

は、町
まち

中
なか

をどんな風
ふう

に通
とお

っていた？

リサイクルシステムが整
せい

備
び

されていた町
まち

・江
え

戸
ど

江
え

戸
ど

に住
す

む人
ひと

々
びと

は、こ
われたものは修

しゅう

理
り

して
使
つか

ったり、加
か

工
こう

して再
さい

利
り

用
よう

していた。通
とお

りには、
古
ふる

着
ぎ

屋
や

や鍋
なべ

の穴
あな

をふさ
ぐ職

しょく

人
にん

などが多
おお

くいて、
リサイクルシステムが
できていた。

リサイクルのしくみ

ごみ・不
ふ
用
よう
品
ひん

回
かい
収
しゅう
人
にん
（紙

かみ
くず拾

ひろ
いなど）

永
えい
代
たい
島
じま
、

越
えっ
中
ちゅう
島
じま
へ

ごみで埋
う
め

立
た
てて新

しん
田
でん
に

修
しゅう
理
り
、

加
か
工
こう
（再

さい
生
せい
）

再
さい
はん売

ばい

＜上
じょう

・下
げ

水
すい

道
どう

の整
せい

備
び

からはじめよう＞
徳
とく

川
がわ

家
いえ

康
やす

は江
え

戸
ど

に入
にゅう

城
じょう

してすぐ、上
じょう

水
すい

（水
すい

道
どう

）の整
せい

備
び

を命
めい

じた。まず、現
げん

在
ざい

の神
かん

田
だ

川
がわ

の流
なが

れをつかって「神
かん

田
だ

上
じょう

水
すい

」をつくり、人
じん

口
こう

が増
ふ

えると、多
た

摩
ま

川
がわ

から水
みず

を引
ひ

いて
「玉

たま

川
がわ

上
じょう

水
すい

」をつくった。合
あ

わせて生
せい

活
かつ

排
はい

水
すい

を流
なが

す下
げ

水
すい

道
どう

も、町
まち

中
じゅう

にはりめぐらせた。

多
た

摩
ま

川
がわ

から43kmの大
だい

工
こう

事
じ

1654（承
じょう

応
おう

3）年
ねん

、多
た

摩
ま

川
がわ

（当
とう

時
じ

、玉
たま

川
がわ

）から四
よつ

谷
や

まで
の約

やく

43kmの水
すい

路
ろ

を掘
ほ

り、上
じょう

水
すい

を引
ひ

く工
こう

事
じ

を指
し

揮
き

し
たのは、庄

しょう

右
え

衛門
もん

と清
せい

右
え

衛門
もん

の兄
きょう

弟
だい

だった。完
かん

成
せい

し
た上

じょう

水
すい

は玉
たま

川
がわ

上
じょう

水
すい

とよばれ、神
かん

田
だ

上
じょう

水
すい

と合
あ

わせて、
江
え

戸
ど

の町
まち

の大
だい

部
ぶ

分
ぶん

にきれいな水
みず

を配
はい

水
すい

した。

上
じょう

水
すい

が届
とど

かない地
ち

域
いき

に
水
みず

を運
はこ

ぶ水
みず

屋
や

隅
すみ

田
だ

川
がわ

対
たい

岸
がん

（本
ほん

所
じょ

・深
ふか

川
がわ

など）には、上
じょう

水
すい

が届
とど

かなかった。そこで、残
のこ

った
上
じょう

水
すい

を放
ほう

出
しゅつ

している銭
ぜに

瓶
がめ

橋
ばし

付
ふ

近
きん

など
から、水

みず

船
ぶね

といわれる船
ふね

に水
みず

を積
つ

ん
で運

はこ

んだ。運
はこ

ばれた上
じょう

水
すい

は、水
みず

屋
や

と
よばれる水

みず

売
う

りが売
う

り歩
ある

いた。

水
みず

を流
なが

すしくみ

下
げ

水
すい

は汚
お

水
すい

ではなかった
江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

は洗
せん

ざいなどを使
し

用
よう

しないた
め、下

げ

水
すい

はきれいだった。排
はい

水
すい

の過
か

程
てい

で
大
おお

きなごみは取
と

り除
のぞ

かれ、大
だい

下
げ

水
すい

となり
最
さい

後
ご

は海
うみ

に流
なが

していた。また、しにょう
（排
はい

せつ物
ぶつ

）や生
なま

ごみは、農
のう

家
か

が肥
ひ

料
りょう

とし
て買

か

い取
と

り、下
げ

水
すい

には流
なが

していなかった。

水
みず

を売
う

り
歩
ある

く水
みず

屋
や

飲
の
み水

みず
を売

う
るだいじな仕

し
事
ごと
だけど、

水
みず
売
う
りのもうけは少

すく
なかったんです。

お金
かね
もちのものは、

栄
えい
養
よう
まんてんで

高
たか
い値

ね
段
だん
がついたんだ。

使
し
用
よう
済
ず
みの紙

かみ
は、買

か
ったり

拾
ひろ
ったりして、再

さい
生
せい
紙
し
として

もう一
いち
度
ど
よみがえるんだよ。

紙
かみ

くず拾
ひろ

い

水
みず

の流
なが

れ

枡
ます

屋
や

敷
しき

の排
はい

水
すい

は、水
みず

が通
とお

りに飛
と

び
散
ち

らないようにくふうされていた。

下
げ

水
すい

には、あみやく
いがつけられていた。

日
に

本
ほん

橋
ばし

新
しん

橋
ばし

京
きょう

橋
ばし

水
みず

船
ぶね

銭
ぜに

瓶
がめ

橋
ばし

江
え

戸
ど

城
じょう

現
げん

在
ざい

の中
ちゅう

央
おう

区
く

の範
はん

囲
い

神
かん

田
だ

上
じょう

水
すい

が配
はい

水
すい

された範
はん

囲
い

玉
たま

川
がわ

上
じょう

水
すい

が配
はい

水
すい

された範
はん

囲
い

両
りょう

国
ごく

橋
ばし

水
み

戸
と

藩
はん

の屋
や

敷
しき

新
しん

大
おお

橋
はし

弟
おとうと
よ、

もうすぐ

江
え
戸
ど
だよ！

樋
ひ

もちろん上
じょう

水
すい

は
タダではありません。
水
すい

道
どう

料
りょう

金
きん

は
「水

すい

銀
ぎん

」と
いいました。

下
げ

水
すい

上
じょう

水
すい

下
げ

水
すい

下
げ

水
すい

のふた

樋
ひ

（水
すい

道
どう

管
かん

）

上
じょう

水
すい

下
げ

水
すい

上
じょう

水
すい

のしくみ
上
じょう

水
すい

は、地
ち

中
ちゅう

に埋
う

められ
た樋

ひ

（水
すい

道
どう

管
かん

）を通
とお

っていた。
樋
ひ

から各
かく

家
いえ

や長
なが

屋
や

の上
じょう

水
すい

井
い

戸
ど

に、水
みず

がたまるしく
みだった。樋

ひ

は町
まち

中
じゅう

には
りめぐらされていた。

下
げ

水
すい

のしくみ
現
げん

在
ざい

とちがって、下
げ

水
すい

は地
ち

上
じょう

を流
なが

れていた。
下
げ

水
すい

は通
とお

りのはしにつくられていることが多
おお

く、
人
ひと

が通
とお

るところには、ふたがかぶせてあった。

上
じょう

水
すい

井
い

戸
ど

樋
ひ

を流
なが

れる上
じょう

水
すい

をためる
ための井

い

戸
ど

。人
ひと

々
びと

は、上
じょう

水
すい

井
い

戸
ど

から水
みず

をくんでいた。

樋
ひ

（水
すい

道
どう

管
かん

）
樋
ひ

は上
じょう

水
すい

を流
なが

すためのもので、木
き

や
石
いし

でつくられていた。木
もく

製
せい

のものを
木
もく

樋
ひ

、石
いし

製
せい

のものを石
せき

樋
ひ

といった。

枡
ます

樋
ひ

と樋
ひ

をつなぐもので、水
みず

の方
ほう

向
こう

をかえたり、水
すい

位
い

を
調
ちょう

節
せつ

する役
やく

割
わり

をもっていた。

枡
ます

木
もく

樋
ひ

（水
すい

道
どう

管
かん

）
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